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博多湾における赤潮発生機構に関する研究*

1.湾 底泥の有機物分布について

本 城 凡 夫 ・花 岡 資

Studies on the mechanism of red tide occurrences in Hakata Bay 
          I. On the regional distribution of organic matter 

                        in bottom mud 

           Tsuneo Honjo and Tasuku Hanaoka

緒 言

博多湾 は福岡湾の一部 に属す る流れ の弱い赤潮 の頻

発す る湾入水域で,福 岡湾全域 としては この他,流 れ

の比較的大 きい今津湾 および外海に面 して波が荒 く流

れ も大 きな湾 口部の3域 に大別出来 る(Fig.1).こ

のよ うに海洋学的に全 く異 なつた性格 を有す る水域が

隣接 しているので,赤 潮特 に鞭毛藻類 の赤潮発生水域

の比較研究 には恵 まれ てい る.本 湾の底質および潮流

に関する報告は,底 棲生物相やノ リ ・アカガイ漁場開

発の 目的で 岡部(1941)5),宮 地 ・ほか(1942)3),富 山ほ

か(1964)10)お よび 福岡水試(1966)1)に よつ てな さ

れ てい る.

PrakashandRashid(1968)7)は 河水や土壌エキ

スが赤潮鞭毛藻類に増殖促進効果 のあることを述べて

い るし,ま たSilva(1964)8)も 塩分低下,高 水温お

よび有機物 の供給時に赤潮発生頻度が大 きい ことを指

摘 している.そ こで筆者等 は内湾性赤潮発生機構 に関

す る研究 の第一歩 として底面堆積物 の有機物分布 の模

様か ら赤潮発生水域 の底泥に特性が あるか否か を知 る

Fig. 1. Depth and current map of Fukuoka Bay.
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ことを 目的 とし,海 洋学的に異なった福岡湾の3水 域

の泥試 料か らpigments屋,C/N値 および 強熱減

量(%)0)測 定を行 なつた.

pigments量 分析 のために底泥 の一部を提供 してい

ただいた九州大学農学部水産学科水産化学第一教室石

尾 真弥教授,同 教室 の大庭信 良助手に感謝 の意 を表す

る.ま た採泥および調査に際 し多大の御協力 を得た東

海 区水産研究所北森良之介技官,九 州大学農学部付属

水産実験所古川哲二技官,ま た本学科大学院生井上善

久,学 昌三川原軍幸 の両君 に対 して も謝意 を表す る.

調 査 お よ び 採 泥 方 法

福岡湾全域お よび博多湾の採泥 調査は1970年2月 ・

5月 ・11月 に実施 した.採 泥にはエクマ ンバージ採泥

器を用い採取 した表面 の泥を ドライアイスの入つた容

器に入 れ研究室に持 ち帰つた.そ の後は 一10℃ の冷

凍室に保管 し逐次解氷 して分析 に供 した.ま た1971年

4月 長 崎半島 と天草下島問の橘湾 の3個 の試料 につい

て も同様な処理 をして保存,分 析 を行なつた.なお箱崎

・香椎での埋 立て工事は1970年 の秋か ら開始 された.

分 析 方 法

(1)泥 のPigments量 測定:凍 結保存泥を解

氷後良 く混合 し約29を 遠心分離管に採 り,90%ア セ

トン7m1を 加 えて振盪 し,冷 暗所に約20時 間放置,

さらに90%ア セ トン2mlを 加 えて再び振盪,15分

間3,500r.p.m.で 遠心分離 した後分光光度計で測定

した.Pigments量(mg/9・drymud)はStrick-

1andandParsons(1968)9)のchlorophyll-aの 式

に従って算 出,ま たLorenzen(1967)2)の 方 法によ

りpheo-pigmentsも 測定 した.

(2)C/N値:Pigments量 測定 と並行 して50

ccビ ーカーに泥 約IO9(湿 重量)を 採 り,12時 間

1100Cで 乾燥 させ冷却,乾 燥重量 を測定後貝殻 を出来

るだけ取 り除 き乳鉢で粉末に し九州大学中央分析 セン

ターに 依頼 し て 柳本C・H・NAnalyzerに か け て

C・N量 を知 りC/N値 を求めた.

(3)強 熱減量(%);C/N値 を求 める 時の

C・H・NAnalyzerで 灼熱(800℃)す る前後 の重量差

か ら強熱減量を算出した.な お橘湾試料につい ては灼

熱炉 による500℃,800℃ の値 とC・H・NAnalyzer

(800℃)に よる強熱減量(%)も 求めた.

結 果 お よ び 考 察

(1)Pigments量 の分布:底 泥中の90%ア セ ト

Table 1. Pigments content and pheo-pigments 
        % of February-mud in Hakata Bay.

ンで抽 出 され た 色素 を分光 光 度 計 で測 定 しそ の仙 を 以

下Pigments量 と称 す る.な おLorenzen(1967)2)

の方 法 によ リ ク ロロ フ ィ ル 分解 物 で あ るPheo-pig-

ments吊 を測定 し た結 果,Patterson(]963)7)0)糸ll}

Fig. 2. Distribution pattern of pigments 
content (mg/g. dry mud) in botom mud.



果 と同様Pigments巾 の90～100%を 占 め て いた

(TableI).

このよ うに 分解物 が 大半を 占 めてい る 泥0)Pig-

ments量 分布をFig.2に 示す.2月 の泥は榑多湾お

よび博多港内共 に8～10mgと 均一で あったが,5月

にな ると東 部博多湾 の北側か ら中央 部にか けて15mg

以上の分布 を示 した,南 部沿岸域 および港内は5～10

mgで 一部5mg以"ド の地 点 もあつた.西 部博多湾 は

室見川河 口域で10mg以 上あっ た,し か し今津湾は

5mg以 下である.11月 はネ副嗣湾全体に亘 つて分析を

行な つた.東 部 博多湾は極沿岸域 の一部を除いて10～

20mgで 西部は 室 兄川河口 域に20mg以1:0)Pig-

mentS量 が観察 きれ た.今 津湾 お よび福岡湾湾[部

は5mg以 下で この簿量線が 博多湾へかな り大 きく入

り込んでい る.

このPigments量 分布 は特に,地 形的に海水の停

滞す ると考 えられる地域 に多 く,プ ランク トンや河川

によ つて流入す る有機物 の沈積 を反映 して流れ の弱い

東部 陣多湾北側か ら堆積 してきているのがみ られ る.

11月 泥 のpigments量 が西戸崎,香 椎水域 および室

見川河口で大 きいのは搬入 され る有機物 の沈積 に加 え

夏期か ら秋期 にか けての植物 プランク トンが局地的 に

発生 した り,栄 養塩供給 のある河口付近 に も同様 に繁

殖 した結果で あろ う.

(2)強 熱減量(%)の 分布=Fig.3に 示 した

2・5月 泥 の強熱減量(%)の 分布は2月 泥 では約15

%と 均一 であるし,5月 泥で も北側か ら東部博多湾 に

おいて張 り出しがあ りPigments量 分布 とほぼ一致す

る.但し5月 泥で多々良川河口付近(St.24)とSt,18

でPigments量 に比 し強 熱減量が大 きい値 を示 してい

る.St.24の 場合多分植物 もしくはその分解物以外 の

有機物質や無機物質が川 か ら運ばれて堆積 した結果 と

惟定 され る.以 上に述べた強熱減量(%)は800℃

で焼いた 結果であ るがTable2に 示 した橘湾 の500

℃ と8000Co)dataか ら,800℃ での値が500℃

で の 値 の60～120%程 大 きい.Odum(1968)4)は

Table 2. Comparison between the value of 
       ignition loss (%) at  500°C and 800 

°C of the mud in Tachibana Ba
y.

Fig. 3. Distribution pattern of ignition 

loss (%) in bottom mud.

Fig. 4. Distribution pattern of C/N value 
in bottom mud.



Sediments中に 含 まれ るCaCO3は510℃ で 焼 け

550℃ では完全に灼熱 されて しま うことを知 り有機物

量を測る際の注意 を与 えている.C・H・NAnalyzer

および灼熱炉による800℃ での強熱減量(%)は 取 り

除 くことの出来ない貝殻破片,石 炭,重 金属 その他が

減量 に関係 し大 きな値 にな つたので あろ う,

(3)C/N値 の分布:2月 と5月 泥のC/N値

の分布 をFig.4に 示す.2・5月 泥共にC/N値 分

布 はPigments量 および強熱減量(%)と 同様な分布

様式で あるが,5月 泥のSt.23でC/N値5.6と い

う非常に低い値が観察 されてい る.C/N値 は一般 に

有機物 の組成 とその分解過程の租度 の指標 として応用

されているが無 機の炭素 も含 まれ てい るに もかかわ ら

ず低 い値で あるのは生 きた生物が混 つていたのであろ

う.C・H・NAnalyzerに よる泥のC/N値 をその ま

ま有機物分解程度 の指標 として用 いることはか な りの

無機炭素が含まれ てきているので注意する必要があろ

う.

強熱減量 とC/N値 との関係(Fig.5)は 次の4っ

の海域 に分け ることを町能にする.す なわちa)C/N

Fig. 5. Relationship between C/N value and ignition loss (%), and the 
distribution pattern of the character in Hakata Bay. 

 X•••February-mud, O•••May-mud.



値が20～30,強 熱減量10～15%,b)C/N値14～

20,強 熱減量10～15%,c)C/N値13～18,強 熱

減rlU3～18%,d)C/N値13以 下,強 熱減且17～

19%で ある.そ してa)は 今津湾および絶 えず 濃深 の

行なわれてい る航 路筋,b)は 西部博多湾(室 見川河

口域),c)は 東部博多湾 と港内,d)は 東部博多湾

北側 の有機物蓄積 の大 きい所 とな る(Fig.5).

福岡湾の赤潮 についての報告は少ないが,か な り以

前か ら発生 してい るようで,1959年 と1961年 夏期に

は大規模な赤潮が東部博多湾 に発生 してアカガイの大

鍛蝿死 を招いた(福 岡水試1966),1)近 年 では7月 下

句か ら8月 下旬 にか けて 主 としてHeterosigmasp.,

σymnodiniumsp.の 赤潮が 毎年大小規模 なが ら発

生 し(本 城 ・花 岡未発表)そ の大半が東部博多湾でみ

られている.ま た極沿片iに限 られ た赤潮 もd)の 水域

や,11月 に最 もPigments量 の大 きかつた香椎およ

び博多港港内 と泥巾の有機物の大 きい場所 で発生 して

い る.現 在 これ らそれぞれの特性 を もつ泥の各種抽出

物および そのfractio11に ついて 赤潮生物 を 用い て

Bioassayし,そ の増殖効果の有無 を研究中であ り,

その結果は別報 したい,

要 約

福岡湾 は湾口部,今 津湾および博多湾の3つ の水域

に分ける ことが 出来 る.1970年2月 ・5月 ・11月 の

底泥試料が福岡湾主 として博多湾か ら採取 された.

Pigments量,強 熱減量(%)お よびC/N値 が測

定 きれ,こ れ らの結果か ら有機物分布 を推定 し赤潮が

頻発す る海域 の泥 の特性 について論議 した.

1)底 泥 中に含 まれ る色素の約90～100%がPheo-

pigmentsで 各刀 のPigments量 の分布は この水域の

海流の流れ と関連 していた.

2)800℃ で の強熱減量(%)は500℃ で の ものよ

り60～120%程 大 きい値 を示 した,強 熱減量(%)の

分布はPigments量 の分布 と一致 していた.

3)C/N値 の分布 もまたPigments量 分布に似 て

いた.

4)強 熱減量(%)とC/N値 の関係か ら導かれ た

底泥 の特性に もとついて,福 岡湾を4つ の水域に分 け

ることが出来 る.す なわちa)今 津湾および航路筋,

b)西 部博多湾,c)東 部博多湾 と港内,d)東 部博

多湾 内で多 くの有機物を含む泥 を もつ水域.

5)赤 潮が頻発す る水域 は多量の有機物を含む泥を

もつ.上記c)とd)に 相当す る.
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                                 Summary 

   Fukuoka Bay can be divided into three main parts, viz., entrance of Fukuoka Bay, 
Imazu Bay and Hakata Bay. During February, May, and November, 1970, the bottom 
mud samples were collected from Fukuoka Bay, especially from Hakata Bay. 

   Pigments content, ignition loss (%), and C/N value of these bottom muds were 
measured, and were deduced the distribution of organic matter from these results and 
discussed their characteristics in the water area where red tides occured frequently.



   1) About 90-100% of pigments contained in bottom mud were pheo-pigments, and 
distribution pattern of pigments content in each month were associated with the current 
in the water area. 

   2) Ignition loss (%) at  800°C took a larger value as much as 60-120% in excess 
of that at 500°C. Distribution pattern of ignition loss (%) corresponded to that of 

pigments content. 
   3) Distribution pattern of C/N value was in relation to that of pigments content. 

   4) Basing on the special characters of bottom mud deduced from the relationship 
between ignition loss (%) and C/N value, it is possible to divide Fukuoka Bay into 
four areas, viz., a) Imazu Bay and sea route, b) West-Hakata Bay, c) East-Hakata Bay 
and the inside of harbor, and d) area with the mud of a plenty of organic matter 
content in East-Hakata Bay. 

   5) The water area where red tides occur frequently coincides with the above c) 
and d), where a plenty of organic matter content is in mud.


